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1 はじめに
近年の野球界では，主にMLB (Major League Base-

ball)における成績予測の研究は進んでおり，より正確
で客観的な評価ができ，チームの勝利に繋がる采配や
育成ができている．一方でNPB (Nippon Professional

Baseball Organization)では，MLBのデータ分析を取
り入れ，競技レベル向上に取り組んでいるが，まだMLB

と比較して成績予測の研究が不十分であり，遅れが見
られる．そのため NPBにおける成績予測の研究を進
めることで，より効果的な采配や育成ができ，更なる
競技レベル向上の可能性がある．
本研究では，NPB の競技レベル向上への貢献を目
指し，成績予測システム作成を目的とする．大規模の
データセットを用いたシステムを作成する前に，比較
的に少量のデータを用いて，特徴量の選択，機械学習
の予測モデルの選択・調整・最適化などの予測モデリ
ングを繰り返し行うことで最適な予測アルゴリズムを
構築する．

2 先行研究
Horvatらは，スポーツにおける成績の予測と貴重な
情報の抽出が野球関係者だけでなく，広範な視聴者に
とっても，エンターテイメントの面で有益であると考
えている [1]．スポーツの成績予測では，機械学習アル
ゴリズムを使用した研究が多い．そこで，100を超え
るスポーツ結果予測の論文を分析しレビューを行った．
分析と調査の結果，数あるスポーツと比較して，野
球の結果予測の精度が低いことが明らかとなった．野
球の予測精度が低い原因として，分析した論文の成績
予測では，MLBのデータを用いており，MLBは首位
のチームでも 6割程度の勝率が最高で，競争が激しい
ことがあげられる．また分析から，機械学習の中の回
帰モデル，分類モデル，ニューラルネットワークモデ
ルが適していることが分かり，今後のスポーツ成績予
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測は勿論のこと，野球の成績予測における今後の研究
課題が示唆された．また Bunkerらの研究においても，
同様の研究テーマで主張をしている [2]．

3 提案手法
本研究では，大規模のデータセットを使用して成績

予測を行う前段階として，できるだけ少ないデータか
ら最適な予測アルゴリズムを作成する．最適な予測ア
ルゴリズムを作成するために，まずは既存の機械学習
の予測モデルから探索する必要がある．探索方法とし
て，先行研究 [1]と [2]から野球の成績予測に適切なモ
デルの評価を踏まえつつ，現状で実装が可能であった
回帰モデル，ニューラルネットワークモデルを使用し，
この中から予測精度が高かったものを比較して明らか
にする．

4 実験
4.1 データセット作成
NPB公式サイトやNPBの成績をまとめているサイ

トから，NPB 公式サイトの情報を基準にし，正確な
データを収集する．収集できたデータは，2009年から
2023年のチーム成績であり，順位や勝率，打撃成績，
投手成績を収集した．
収集したデータは CSVファイルとして格納し，予

測アルゴリズムには Pythonを使用して構築するため，
プログラムで処理しやすいように，データ整理や前処
理を行う．CSVファイルは 1チームずつ分け，NPBは
12球団があるため，合計 12個のファイルを作成する．

4.2 使用する予測モデル
使用する予測モデルは，回帰モデル，ニューラルネッ

トワークモデルである．回帰モデルでは，線形回帰，
Ridge回帰，Lasso回帰の 3種類のモデルを使用した．
ニューラルネットワークモデルは，CNN（畳み込みニ
ューラルネットワーク），RNN（再帰型ニューラルネッ
トワーク）を使用した．
これらの機械学習モデルを使用した理由としては，

使用するデータセットが時系列データであるため，比
較的に時系列データからの予測に適しているモデルを
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考えることで，これらのモデル使用に至った．使用す
る機械学習モデルを表 1に示す．

表 1: 使用する機械学習モデル

使用モデル 機械学習の種類
線形回帰 回帰型
Ridge回帰 回帰型
Lasso回帰 回帰型
CNN ニューラルネットワーク型
RNN ニューラルネットワーク型

4.3 予測モデルの構築
回帰型とニューラルネットワーク型のモデルの構築
方法は，Scikit-learnや TensorFlow，Kerasなどのラ
イブラリやフレームワークを Pythonで使用する．各
モデルの基本的な構築する流れとして，最初に NPB

のデータセットを作成する．使用するデータとしては，
2009年から 2023年の年間チーム成績を扱う．その中
で，2009年から 2022年のデータを説明変数として，予
測モデルに学習させ，2023年のデータをテストデータ
とする．
ここで，チーム順位は，勝率に基づいて決定してい
るため，使用する説明変数の特徴量は，勝率を扱い，時
系列の傾向を 14年間の各チームのデータから学習す
る．学習後，作成したモデルで 2023年の勝率を予測
し，勝率予測に基づいて 2023年のチーム順位を予測す
る．学習させる際には，必要に応じて，ハイパーパラ
メータチューニングなどの最適化を行う．

4.4 評価方法
評価方法として，予測した順位と実際の順位を比較
して，順位の的中率を求め，それを予測精度とする．
求め方は，式 (2)を用いて，順位が的中したチーム数
と全チーム数の商を求め，100をかけることで，パー
セントで的中率を表す．順位付けは，NPBの場合，各
リーグで付けられるため，セリーグとパリーグに分けて
チームの順位を予測する．加えて，各チームの順位予測
に使用した予測モデルの性能を評価するためにMAE

(Mean Absolute Error) を使用する．MAE を使用す
る理由としては，当初，性能評価候補であった RMSE

(Root Mean Square Error)と比べて，外れ値の影響を
受けにくいため，より適切な評価が可能になると考え
たためである．

予測精度（的中率）= 的中したチーム数全チーム数 100 (1)

5 結果・考察
5個の機械学習モデルを用いて，順位成績予測モデ

ルを構築し，順位を予測を行った．その結果を表 (2)に
示す．予測精度は，Lasso回帰とCNNが一番高い精度
となり，MAEはRNNが一番小さくなった．結果から，
性能評価の場合，回帰型は機械学習の中でも同じ型の
分類となることもあり，どれも近い値となり，ニューラ
ルネットワーク型は種類によって異なることが分かっ
た．全体的には，精度として 41.7％が一番高い結果と
なった．このように少ないデータ数と特徴量から，時
系列の傾向のみを学習させ，予測モデルを構築するこ
とで，半分近くのチームの順位予測が可能であること
が分かった．

表 2: 予測結果

使用モデル 予測精度 [%] MAE

線形回帰 33.3 0.0428

Ridge回帰 33.3 0.0434

Lasso回帰 41.7 0.0485

CNN 41.7 0.110

RNN 33.3 0.0102

6 おわりに
本研究では，比較的に少量のデータを用いて，予測

アルゴリズムを構築することを提案した．課題として，
特徴抽出方法の点であると，時系列傾向以外で，他に
シーズン開始前に，シーズン終了の成績に影響する特
徴量を探索し，より予測に効果的な特徴量を見つけ出
す必要がある．アルゴリズムの点であると，最適化関
数やハイパーパラメータチューニングなどモデルの最
適化方法を再確認し，適切な手法を追加する必要があ
る．以上の課題を解決することで，予測精度の改善の
余地は多くあると考えられる．
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